
は じ め に 
 

BPO〔放送倫理・番組向上機構〕は NHK と民間放送連盟が共同で設置した放送界の自主的な第三者

機関です。その中の「放送と青少年に関する委員会」は 2000 年 4 月に設置されました。この委員会は、視

聴者から寄せられた、青少年に対する放送のあり方や放送番組への意見を各放送局へ伝えるとともに、審

議を行い、その審議結果と放送事業者の対応等を公表し、視聴者と放送事業者を結ぶ「回路」としての役

割を果たしています。さらに、青少年へのテレビメディアの影響について調査研究することも、重要な柱とし

て取組んでいます。 

委員会は 2000 年４月の発足とともに、無藤隆副委員長、川浦康至委員を責任者とするプロジェクトを設

け、青少年へのメディアの影響を子どもたちの発達の中で捉えるために同一サンプルを、小学５年生から中

学２年生までの４年間、縦断的に追跡することとし、2000 年度から 2003 年度まで調査を実施してきました。 

この報告書は、2004 年２月から３月にかけて実施した、第４回の調査結果、および、４年間の追跡調査の

結果を分析してまとめたものです。 

 

（注）BPO〔放送倫理・番組向上機構〕には青少年委員会のほか、「BRC（放送と人権等権利に関する委員会）」「放送番組

委員会」があります。 
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調査目的                 
 
 この調査の目的は，テレビを中心とするメディア接触が青少年の意識や行動に及ぼす影響を検討する

ことにある。テレビは情報収集の手段として，また娯楽として，青少年の生活にとって身近なメディア

となっている。他方，青少年の問題行動の一因としてテレビの影響があるのではないかと懸念する意見

もある。この点について，日本でもいくつか研究調査はなされてきたが，それらは，ある時期の青少年

の意識や行動とテレビ視聴との関連（相関関係）を分析するにとどまっている。因果関係を分析するた

めには，青少年の成長を追跡し，時間的に先行する要因がその後の行動に影響を及ぼしているかを明ら

かにすることが欠かせない。本調査では小学５年生の子どもが中学２年生になるまでの４年間を年１回

の調査で追跡し，テレビを中心としたメディア接触の影響を子どもの発達過程・生活空間の中で捉える。 
 以下に，本調査の実施計画をかかげる。 
 

4年間の調査における2004年(第4回)調査の位置づけ

中2

中1

小6

小5

（学年）

（年代）
2001年 2002年 2003年 2004年

比較

比較

比較

比較変化

因果
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調査方法                  
調 査 地 域 首都圏 40km 圏内（無作為抽出法による対象者抽出） 
調 査 方 法 調査員が対象者宅を訪問し，子ども，保護者それぞれに面接調査を行う。 
各回調査の概要 

第１回 第２回 第３回 第４回

小学５年生の子どもとその主
たる保護者1500組 (比較対
象として中学2年生とその主
たる保護者350組）

第１回調査の有効回答者で
ある小学6年生とその主たる
保護者1006組

第1回調査の有効回答者で
ある中学1年生とその主たる
保護者1006組

第1回調査の有効回答者で
ある中学2年生とその主たる
保護者1006組（比較対象と
して小学5年生とその主たる
保護者350組）

2001年2月16日～2月25日 2002年2月15日～3月10日 2003年2月14日～3月9日 2004年2月13日～3月7日

小学5年生1006名 小学6年生882名 中学1年生843名 中学2年生778名

子ども
（質問に1問でも回

答したもの）

1006組(67.1%） 882組(58.8%) 843組(56.9%） 778組(51.9%)

保護者･
子どもとも

964組(64.3%) 850組(56.7%) 809組(53.9%) 749組(49.9%)

中学2年生216名 小学5年生301名

子ども
（質問に1問でも回

答したもの）

216組(61.7%） 301組（86.0%）

保護者･
子どもとも

192組(54.9%) 295組（84.3%）

子ども
（質問に1問でも回

答したもの）

87.7% 83.8% 77.3%

保護者･
子どもとも

84.5% 80.4% 74.5%

調 査 対 象 者

実　施　時　期

有　効　回　答

第2回以降
対象者

(1006名）
からの有
効回答率

全調査対
象(1500

名)からの
有効回答

比較対象
(350組)

 

第4回中２調査対象者内訳

母親 父親 その他
保護者
無回答

男子 404 369 20 3 12

女子 374 332 22 3 17

778 701 42 6 29

保護者の属性別
総数

子どもの属性

合計  
 
第 1～4 回全回調査の有効回答  中学２年生 721 名（男子 377 名，女子 344 名） 
 全調査対象（1500 名）からの有効回答率：48.1% 
 第 2 回調査以降対象者（1006 名）からの有効率：71.7% 
調 査 委 託 先  社団法人 中央調査社 
 
分析基準 

(1) 分析対象者： 

中学 2 年生の分析データ：第 4 回調査の有効回答者 778 名 

４年間の変化     ：全回調査の有効回答者 721 名 

(2) グラフ中の母数：全回調査の有効回答者721名 

(3) 記号説明：N＝人数，%（total）＝全回答者を100%としたときの%，T1＝第1回調査，T2＝第2回調査，T3＝

第3回調査，T4＝第4回調査 

(4) 第1回～第3回調査までの詳細結果は，各回調査報告書を参照されたい。 
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用語定義 （本調査における用語の定義）          
 
◆社会的ルール違反傾向（子ども） 
 

質 問：次のことの中で，やったことのあること，あるいはやってみたいと思うことや，時にはや

っても良い場合もあると思うことはありますか。あれば，この中からいくつでも選んでく

ださい。 

選択肢：子どもだけでゲームセンターなどに行く，夜遅くコンビニの前で友だちとしゃべる，知ら

ない人の自転車を勝手に使う，たばこを吸う，万引きをする，など，９個。 

 
 完 全 否 認 群：いずれの選択肢も選ばなかった子ども。 
 ゲームセンター容認群：「子どもだけでゲームセンターなどに行く」のみを選択した子ども。 
 容 認 群：「子どもだけでゲームセンターなどに行く」以外の選択肢のうち少なくとも一

つを選択した子ども。 
 
 
◆不安な気持ちの現れ（子ども･保護者） 
 

質 問：○○さん（保護者には，あなた）は，普段このようなことがありますか 
選択肢：イライラすること（イライラ），さみしくなること（さみしさ），なにもやる気がしないこ

と（無気力感），頭やおなかがいたくなること（身体的健康） 
 

(
注）なお，記述において特に学年の特定がないときは，小学 5 年生に関する結果の記述とする。

また，結果における「多い」「少ない」は，有意水準 5%で統計的に有意であったものを記す。) 
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結果概要                    
この結果概要では、「あらまし」で触れた、「子ども達の 4 年間の変化」「“社会的ルール違反傾向”に

関係する特性」「“社会的ルール違反傾向”を高める要因」「“不安な気持ちの表れ”に関係する特性」「“不

安な気持ちの表れ”を高める要因」「時代による変化」について、項目、スコアを挙げて具体的に示した。 
 
Ⅰ．中２の子どもたちの現況と過去 4 年間の変化 

 
a)    子どもの生活背景 

小学生よりは低下しているものの，中学 2 年生でも，約 75%が何らかの習いごとをしている。中 2 現在，最も多くの子

どもがやっている習い事は，男女とも「学校の勉強のための塾」（男子；39%，女子；33%）であり，小学生の時と比べ，お

稽古事から学習塾への変化がみられる。 

 また，就寝時間も遅くなり，「ほとんど毎日」11 時以降まで起きている子どもの割合が最も多くなる（男子；39%，女子；

52%）。 

 

b)    子ども専用のメディア使用 
子ども部屋でのテレビ所有率は，男子が 44%，女子が 40%で，これは小 5 から学年が上がるにつれ増加している。多

くの子どもが自分専用に持っている物は，男子では「テレビゲーム機」（75%），「けいたいゲーム機（ゲームボーイな

ど）」（56%），「けいたい音楽プレーヤー」（42%），「けいたい電話・PHS」（40%）の順で，その次に「テレビ」（34%）である。

女子では，「けいたい電話・PHS」（55%），「けいたい音楽プレーヤー」（53%），「けいたいゲーム機」（44%），「テレビゲー

ム機」（41%），「ラジオ・ラジカセ」（39%）で，次に「テレビ」（30%）である。この４年で男女とも携帯電話が急増している。ま

た中学生になると女子のゲーム機の所有率が低下する。 

 

c) テレビ視聴時間・視聴形態 
平日 1 日あたりのテレビ視聴時間は，「2 時間ぐらい」・「3 時間ぐらい」が男子で 62%，女子で 53%である。また，男子

の 20%，女子の 29%が，4 時間以上テレビを見ている。 

よく見る番組は，男子は，「笑いやコントなどのバラエティ」（71%），「ドラマ」（57%），「アニメ・マンガ」（49%）の順で，女

子は「ドラマ」（77%），「歌番組・音楽番組」（70%），「笑いやコントなどのバラエティ」（66%）の順である。男女とも，学年が

上がるにつれ，「ドラマ」，「笑いやコントなどのバラエティ」，「歌番組・音楽番組」をよく見るようになる。保護者が子ども

のテレビ視聴行動へどのように働きかけているかという点に関しては，「子どもに見せたくない内容はチャンネルを変え

たりして見せない」，「子どもの見る番組や時間帯を決めている」が，学年が上がるにつれ減少する。 

 

d) テレビに対する意識 
テレビがどの程度必要なものか尋ねたところ，「かなり必要なもの」という子どもが最も多く，男子で 46%，女子で 45%

である。次いで「あったほうが良いていどのもの」（男子；32%，女子；36%），「絶対なくてはならないもの」（男子；20%，女

子；19%）となっている。「かなり必要なもの」という子どもは，小 6 から学年が上がるにつれ増加する。 

暴力シーンをテレビで見たときの気持ちは，男子では「とくになにも感じない」（38%），「いやな気分になる」（29%），

「ハラハラドキドキして夢中になる」（21%）の順に多く，女子では「いやな気分になる」（46%），「怖くて目をつぶる」（26%），

「とくになにも感じない」（22%）の順に多いというように男女で異なる。また，男女とも，「とくになにも感じない」子どもは，

小 5 から学年が上がるにつれ増加する。 

バラエティ番組などで，笑いをとるために他の人に物を投げたりたたいたりからかったりする場面に対しても男女で

異なり，男子では，「どちらかというと『笑いをとるためにはやってもかまわない』に近い」が最も多く（39%），女子では「ど

ちらかというと『いくら笑いをとるためとはいえ，そういうことはよくない』に近い」が最も多かった（40%）。これに対し，正義

のために相手を倒すなどのシーンに対しては，男女とも「どちらかというと『正義のためであれば，力で相手をたおすこ

とはいい』に近い」が最も多かった（男子；42%，女子；45%）。小 5 から学年が上がるにつれ，男女とも笑いをとるために
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他の人に物を投げたりたたいたりからかったりする場面に対して，「『笑いをとるためにはやってもかまわない』（『どちら

かといえば』も含む）に近い」，「『正義のためであれば，力で相手をたおすことはいい』（『どちらかといえば』も含む）」

が増加しており，笑いや正義のための暴力を容認する子どもの割合が高まる。 

 

e) テレビゲーム 
 テレビゲームがどの程度必要なものかを尋ねたところ，男子では「あったほうが良いていどのもの」が 47%，「かなり必

要なもの」が 30%であるのに対し，女子では「なくてもぜんぜん困らないもの」が 55%，「あったほうが良いていどのもの」

が 36%だった。そもそも女子は男子に比べ，テレビゲームを必要とする子どもの割合が低い上に，学年が上がるにつ

れ減少する。テレビゲームの楽しいところを，テレビゲームをやったことがある子どもに尋ねたところ，男子では「友だち

と共通の話題がもてること」が最も多く（60%），（分母はテレビゲームをやったことがある子ども），女子では「１人で遊べ

るところ」で 39%だった。男女とも，学年が上がるにつれ「１人で遊べるところ」が増加する。 

 

f) インターネット・電子メール 
パソコンや携帯電話を用いての電子メールのやりとりの頻度は男女とも「ほとんど毎日」が最も多いが，男女別には

男子より女子のほうが多い（男子；29%＜女子；54%）。一方，男女とも「電子メールは使えない」子どもも多く，特に，女子

より男子で多い（男子；24%＞女子；12%）。 

電子メール以外のインターネットの使用状況は，男女とも「自分の趣味や好きなことに関する情報を得る」が最も多く

（男子；53%，女子；59%），ついで，「宿題や勉強，学校の関する調べごとをする」（男子；38%，女子；52%）である。 

 

g) 家庭 
 家族と一緒にいるのが「とても楽しい」（男子；40%，女子；42%）あるいは「まあ楽しい」（男子；52%，女子；51%）子ども

が 90%以上である。ただし，「とても楽しい」の割合は学年が上がるにつれ，低下する。保護者の主な悩み事としては，

「子どもの受験のこと」が最も多く（男子；50%，女子；45%）半数近い。このほかでは，「子どもの将来のこと」（男子；39%，

女子；29%）， 「子どもの成績のこと」（男子；37%，女子；31%）などである。調査の対象児に関する悩み事としては，「夜

遅くまで起きている」（男子；36%，女子；40%），「勉強をしない」（男子；40%，女子；31%），「言葉づかいが悪い」（男子；

16%，女子；35%）が多く，「とくに悩みはない」人は男子で 24%，女子では 28%である。また，メディア関連では「テレビば

かり見ている」は男子で 16%，女子で 9%，「テレビゲームばかりしている」については男子 25%，女子で 4%である。 

 

h) 学校 
 学校を「とても楽しい」と感じる子どもは中 1 から中 2 にかけて男女とも減少し，かわって「まあ楽しい」が増加する。部

活動は，男女とも 85%以上が入っており（男子；89%，女子；87%），その 9 割以上が「（「とても」＋「まあ」）頑張っている」

（部活動に入っている子ども分母，男子 94%，女子 91%）。 

 

i) 友だち 
 どのような友だちが仲良しの友だちかを尋ねた結果では，男女とも「いっしょに遊ぶ友だち」をあげる子どもが最も多

い（男子；88%，女子；88%）。他に、男女とも，「親友といえる友だち」（男子；56%，女子；67%），「相談ごとをしたり，ほかの

人には言えないひみつを教えあう友だち」（男子；42%，女子；67%）が多い。なお，小 5 から小 6 にかけて「相談ごとをし

たり，ほかの人には言えないひみつを教えあう友だち」が増加する。 

 

j) 子どもの心理的な問題性 
“社会的ルール違反傾向”に関して（社会的ルール違反とは，「子どもだけでゲームセンターなどに行く」，「夜おそく

コンビニの前で友だちとしゃべる」，「知らない人の自転車をかってに使う」，「タバコをすう」，など，(当該年齢における)

社会的規範からの逸脱を容認する傾向を指す。），男女とも，9 個の選択肢中では「子どもだけでゲームセンターなど

に行く」経験がある，あるいはやってもよい，やってみたいと思う子どもが最も多く（男子；54%，女子；68%），次いで，「夜

おそくコンビニの前で友だちとしゃべる」が多い（男子；18%，女子；15%）。学年が上がるにつれ，「この中にはない」の
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割合が低下し，「子どもだけでゲームセンターなどに行く」，「夜おそくコンビニの前で友だちとしゃべる」が増加する。 

子どもの“不安な気持ちの現れ”として，「イライラすること」，「さみしくなること」，「なにもやる気がしないこと」，「頭や

おなかがいたくなること」がどのくらいの頻度であるかを尋ねたところ，「イライラすること」が「ある」（「よく」＋「ときどき」）

のは男子で 59%，女子で 74%，「さみしくなること」が「ある」（「よく」＋「ときどき」）のは男子で 13%，女子で 29%，「なにも

やる気がしないこと」が「ある」（「よく」＋「ときどき」）のは男子で 49%，女子で 65%，「頭やおなかがいたくなること」が「あ

る」（「よく」＋「ときどき」）のは男子で 30%，女子で 42%であり，どの項目も女子のほうが「不安な気持ち」を経験してい

る。 

現在悩んでいることは，男女とも「成績のこと」（男子；47%，女子；49%），「受験のこと」（男子；48%，女子 47%）をあげる

子どもが多い。小 5 に比べ学年が上がるにつれ男女とも「悩み事はない」子どもが減少する。かわって悩み事として増

加しているのが「成績のこと」，「受験のこと」，「将来のこと」である。「受験のこと」は中 1 から中 2 にかけて急激に増加

する[中 1（男子；15%，女子；17%）＜中 2（男子；48%，女子；47%）]。 

 

Ⅱ．“社会的ルール違反傾向”や“不安な気持ちの現れ”に影響を与えた要因 
 

A. 分析の目的 
“社会的ルール違反傾向”や“不安な気持ちの現れ”に影響を与えた要因には，どのようなものが含まれるのかを抽

出する。特に，小学 5 年生が中学 2 年生になるまでの 4 年間を通した因果関係を検討する。その際，要因の一つとし

て，テレビを中心とするメディアに関わる要因を組み込むことにより，それらの要因が青少年へどのように影響を及ぼし

ているのかを検討する。 

なお，本調査においては，“社会的ルール違反傾向”の低い順から，「完全否認群」（“社会的ルール違反傾向”を

示す選択肢のいずれも選択しなかった子ども），「ゲームセンター容認群」（「子どもだけでゲームセンターなどに行く」

の選択肢のみを選択した子ども），「容認群」（「子どもだけでゲームセンターなどに行く」に加えてこれ以外の選択肢も

選択した子ども）というグループを設定して分析している。一方，“不安な気持ちの現れ”としては，「イライラすること」，

「さみしくなること」，「なにもやる気がしないこと」，「頭やおなかがいたくなること」の頻度からグループを設定した。（参

照：用語定義）） 

 
B. 本調査で考慮した，青少年の問題性を高める要因 

“社会的ルール違反傾向”や“不安な気持ちの現れ”に影響を与えた要因として，これまでの多くの先行研究を参考

に，表 1 にあげる項目を仮説として抽出した。 

 

 - 6 - 



表1　本研究で考慮した項目

性別

学年

テレビ視聴時間

子ども専用のテレビ所持

よく見る番組

テレビの見方（ひとりで見ることが多い，等）

テレビ依存度（テレビの必要性，コマーシャルに出てきたものを思わず買ってしまう，等）

テレビ観（見るだけでいろいろなことがわかる，等）

11時（12時）過ぎまで起きている日数

習い事

子ども専用のメディア（携帯電話など)

テレビゲーム所持

テレビゲームで遊ぶ時間

テレビゲーム観（友だちと共通の話題ができる，等）

テレビゲームをやった後の気分（スカッとする，等）

テレビゲーム依存度（必要性）

電子メール，インターネット[第4回調査のみ]

勉強への自信

一人でいるのが好きなほうだ，スポーツは得意なほうだ，等

嫌な事があったときの対処のタイプ（我慢する‐やつあたりする，等）

夢中になっていること

同居家族構成

家族と一緒にいる楽しさ

親との信頼関係

保護者のテレビ接触頻度，よく見る番組

保護者のテレビ観

保護者の子どもに対するテレビ視聴介入

保護者のテレビゲーム観

保護者の子どもに対するテレビゲーム介入

保護者の心理的不安な気持ちの現れ

保護者の悩み事

保護者の生活満足感

保護者の社会観

学校の楽しさ

担任の先生との信頼関係

部活動への参加状況（中学生のみ)

仲良しの友だち（一緒に勉強をする，悪いことをしたことを自慢する，等）

学校での友だち関係（友だちからたたかれたりけられたりすることがある，等）

社会観 真面目に頑張れば成功する，等

イライラすること

寂しくなること

何もやる気がしないこと

頭やおなかが痛くなること

悩み事（友だちのこと，成績のこと，等）

子どもだけでゲームセンターなどに行く

夜遅くコンビニの前で友だちとしゃべる

タバコをすう

万引きをする

家出をする，等

社会的
ルール違
反傾向

家庭環境

学校環境

友だち関
係

心理的不
安

テレビ

生活習慣

テレビ
ゲーム

自己
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C.“社会的ルール違反傾向”の特性 
 小学５年生から中学２年生の各時期において，“社会的ルール違反傾向”と関連の強い要因（項目）を，相関係数

の検討により抽出した。（表 2：男子，表 3：女子） 

その結果，男女とも，“不安な気持ちの現れ”の高さ，友だちに叩かれたり蹴られたりすること，友だちを叩いたり蹴

ったりすること，家族でいることが楽しいと感じないこと，両親に大切に思ってくれているとは思わないほう，11 時過ぎま

で起きている日数の多さが，小・中学生の“社会的ルール違反傾向”の高さと強く関連していた。 

上述の要因の中にテレビやメディアに関するものは含まれていなかったが，男女別に関連をみると，男子では，担

任の先生との信頼感の低さ，女子では，テレビ視聴時間の長さ，テレビの必要性の高さ，暴力シーンを見たときにハラ

ハラドキドキする，悩み事があること，悩み事として「成績のこと」をあげること，仲良しの友だちに「いっしょにいたずらを

する友だち」がいることが，“社会的ルール違反傾向”の高さと関連しており，その中にテレビに関する要因が含まれ

た。 

 小学生と中学生で比較した結果，小学生の“社会的ルール違反傾向”の高い子どもの特性としては，男子では，

テレビゲームで遊んだ後「スカッとする」，「本当に同じことをしてみたくなる」といったテレビゲームの要因，学校が楽し

くない，悪さをしたことを自慢する友だちがいること，「何かを集めること」に夢中になっていることが関連している。女子

では，テレビで見た暴力シーンを真似すること，言うことを聞かないと怖い友だちが仲良しにいること，保護者が子ども

の成績のことを悩んでいることなどが関連した。 

 また，中学生の“社会的ルール違反傾向”の高さと関連する要因としては，男子では，「歌番組・音楽番組」をよく

見ること，見る番組を決めずにだらだらとテレビを見ること，テレビと同じ方法で友だちを笑わそうとすることがあること，

バラエティでのからかいや暴力を容認する傾向が高いこと，テレビゲームで遊んだ後「つかれた感じがする」こと，好き

な歌手などの物や情報を集めることに夢中になっていることなどが関連している。一方，女子では子ども専用の物とし

て携帯電話や PHS を持っていること，「トーク番組」をよく見ること，「テレビに登場する人のようになりたい」と思うこと，

バラエティでのからかいや暴力を容認する傾向が高いこと，テレビゲームで遊んだ後「ものたりないと思う」こと，相談事

をしたり他の人には言えない秘密を教えあう仲良しがいること，家族や性格のことを悩んでいること，保護者として，子

どもと会話ができないという悩みを抱えていることとの関連がみられた。 

 

表2　各時期の社会的ルール違反傾向と関連する要因（男子)

小5（T1) 小6（T2) 中1（T3) 中2（T4)

不安な気持ちの現れが高い

「その日見ることにしていた番組が終わったらテレビは見な
い」ことをしない

よく見る番組：「歌番組・音楽番組」

テレビゲームで遊んだ後「スカッとする」

1週間当たり11時過ぎまでおきている日数が多い

担任の先生は自分のよいところをわかってくれる

友だちに叩かれたり蹴られたりすること，友だちを叩いたり蹴ったりすること，仲間はずれにすることが多い

家族と一緒にいることが楽しくない

お母さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

お父さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

夢中になっていること：歌手などの物や情報を集める

仲良し：相談事をしたり他の人には言えない秘密を教えあう
友だち

テレビゲームで遊んだ後「疲れた感じがする」

バラエティにおける暴力やからかいを容認する傾向がある

よく見る番組：「クイズ・ゲーム」

テレビは「友だちとの共通の話題ができる」と思う

夢中になっていること：何かを集めること

仲良し：万引きなど悪さをしたことを自慢する友だち

テレビと同じ方法で人を笑わせようと思ったことがある

学校が楽しくないほう

テレビゲームで遊んだ後「同じことをしてみたくなる」
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表3　各時期の社会的ルール違反傾向と関連する要因（女子)

小5（T1) 小6（T2) 中1（T3) 中2（T4)

ｺﾏｰｼｬﾙで見たものをおもわず買ってしまったことがある

テレビに登場する人のようになりたいと思ったことがあ
る

「悩み事はない」に「いいえ」

テレビに登場する人のようになりたいと思ったことがあ
る

よく見る番組：クイズ・ゲーム

子ども専用の物：けいたい電話、ＰＨＳ

保護者悩み事：「とくに悩みはない」に「いいえ」

保護者の悩み事：子どもの成績のこと

保護者のテレビゲーム観：子どものストレス発散に役立
つ

仲良し：言うことをきかないとこわい友だち

友だちに叩かれたり蹴られたりすること，友だちを叩いたり蹴ったりすること，仲間はずれにすることが多い

1週間当たり11時過ぎまでおきている日数が多い

仲良し：いっしょにいたずらをする友だち

悩みごと：成績のこと

1週間当たり12時過ぎまでおきている日数が多い

テレビゲームで遊んだ後「とくに何も感じない」

テレビゲームで遊んだ後「ものたりないと思う」

不安な気持ちの現れが高い

平日1日あたりの視聴時間が長い

暴力シーンを見たとき「ハラハラドキドキしてむちゅうになる」

テレビを必要なものとする程度が高い

お母さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

お父さんはいつでも自分のことを大切に思ってくれているとは思わないほう

家族と一緒にいることが楽しくない

仲良し：相談事をしたり他の人には言えない秘密を教え
あう友だち

対象児に関する悩み：会話がない

悩みごと：性格のこと

悩みごと：家族のこと

テレビでみたぼうりょくの場面をまねをしたことがある

バラエティにおける暴力やからかいを容認する傾向が
ある

よく見る番組：映画

よく見る番組：トーク番組

 
D.青少年の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与えた要因の分類 

上述の要因が，その後の“社会的ルール違反傾向”の高さにどの程度影響するのか検討した。表 1 にあげた要因を

主成分分析により要因をまとめた後，残った要因全てを T（n-1）での独立変数（原因となる要因）とし，T（n）での“社会的

ルール違反傾向”の高さを従属変数（結果となる要因）とした縦断的な重回帰分析※1）により検討した（2<n<4：n は時期

を現す）。その結果，後述の表４~５に示す要因が，主たる影響要因となった。それまでの子どもの“社会的ルール違反

傾向”の高さがその後の“社会的ルール違反傾向”の高さを比較的強く規定した（つまり，小５時点で“社会的ルール

違反傾向”が高い子どもは，中 2 でも高い傾向がみられる）が，それ以外の要因では，突出して強く規定するものはな

かった。しかし，複数の要因が，弱いながらも，複合的に作用することで，後々の子どもの“社会的ルール違反傾向”の

高さに影響する要因となることが示された。ただし，その影響プロセスは，男女で異なるものであった。 
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縦断的重回帰分析の流れ

T1 T2 T3 T4

 

 以下に，男女別に，影響プロセスを記す。 
 

1. 男子の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与える要因 
重回帰分析の結果，男子の“社会的ルール違反傾向”を高める要因として，表 4 のような具体的

項目があげられた。さらに，それを主成分分析※2）により整理すると，A～G の 7 つに分類できた。

（同じ分類としてカテゴリ化された項目には，類似した性質の子どもが分類されていると推測でき

る。）これらの７分類に相当する要因が，複合的に作用したとき，子どもの“社会的ルール違反傾向”

を高める可能性がある。 
 
具体的には，小 5・小 6 の“社会的ルール違反傾向”（分類 A）と，中 1 の“社会的ルール違反傾

向”（分類 G）とが，異なるカテゴリに分類された。これは“社会的ルール違反傾向”がもともと高

い子どもは，その後も“社会的ルール違反傾向”が高い傾向はみられるが，小学生から中学生にな

った時に，もともと“社会的ルール違反傾向”が高い子ども以外の子どもでも，“社会的ルール違反

傾向”が高い子どもが増えたためと考えられる。このほか，中 1 での“社会的ルール違反傾向”の

高さは，分類 G のように，「相談ごとをしたり，ほかの人には言えないひみつを教えあう友だち」が

いないこととも関連している。 
そして分類 B（バラエティ番組などで笑いをとるために他の人に物をなげたりたたいたりからか

ったりする場面に対して，「笑いをとるためにはやってもかまわない」に近い，等）にカテゴリ化さ

れた項目から推測できることは，小学５，６年生におけるバラエティ番組の影響である。この時期

に，バラエティ番組をよく見たり，バラエティにおけるからかいの意味で相手をたたいたりする行

為を容認する傾向のみられる子どもは，中 2 現在で，“社会的ルール違反傾向”が高いことと関連

している。ここから指摘できることは，小学生のうちはそれが笑いをとるための一部というもので

あっても，子どもによっては何らかの行動に，後々影響がみられる可能性があるということである。 
 

2. 女子の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与える要因 
重回帰分析の結果，女子の“社会的ルール違反傾向”を高める要因としては，表 5 の具体的項目

があげられ，さらに，主成分分析により，A～K の 11 に分類できた。女子の場合も，これらの 11
分類に相当する要因が，複合的に作用したとき，子どもの“社会的ルール違反傾向”を高める可能

性が示唆された。 
中 1 では，“社会的ルール違反傾向”と「いっしょにいたずらをする友だち」とがひとまとまりと

なった（分類 A）。 
小 5 で 11 時過ぎまで起きている日数が多いこと（分類 E）は，小 6 では関連しなかったが，中 2

の“社会的ルール違反傾向”の高さと関連している。分類 E には，このほか小 5 でのテレビ視聴時

間が長いこと，小 6 で保護者が「子どもの成績のことで悩んでいる」ことが含まれ，小学生時代の，

生活リズムと学業への姿勢がその後の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与える可能性があ

る。 
また，小学生の時期に，子ども専用の物として「テレビ」を所有していること（分類 C）や，小

6 でテレビを重要視すること（分類 D）は，その後の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響をあ

たえている。そして，中 1 で子ども専用の物として「テレビゲームを持っている」と回答している
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子どもとの関連もみられることから，ある種のメディアへの依存が，その後のルール違反傾向と関

連している。 
分類 F（小 5 で，「友だちからたたかれたりけられたりすること」が「よくある」，等）では，友

だちからたたかれたり，あるいは，友だちをけられたりすることは，いずれの時期においても，翌

年の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を及ぼすことがわかる。中 1 から中 2 では，「テレビ

に登場する人のようになりたいと思ったこと」という要因が，同じ要素を持ったものとしてまとめ

られた。 
小 6・中 1 では，「イライラする」頻度の高さ（分類 B）が，翌年の“社会的ルール違反傾向”の

高さに影響を与えた。これは，後述の，“不安な気持ちの現れ”に含まれる項目である。 
以上のことから，女子でも子どもによっては，小学生の頃から自分専用のテレビを持っているこ

と，テレビが「なくてはならない」と思っていること，テレビゲームを持っていること，などが友

だち関係や，生活の乱れとともに，その後の行動（“社会的ルール違反傾向”）に影響を及ぼしてい

る可能性がある。 
 
E.“不安な気持ちの現れ”の特性 
 小学５年生から中学２年生の各時期において，“不安な気持ちの現れ”と関連の強い要因（項目）を，

相関係数の検討により抽出した。（表 6：男子，表 7：女子） 
その結果，男女とも，“社会的ルール違反傾向”の高さ，友だちに叩かれたり蹴られたりすること，友

だちを叩いたり蹴ったりすること，家族でいることが楽しいと感じないこと，両親に大切に思ってくれ

ているとは思わないほう，11 時過ぎまで起きている日数の多さが，小・中学生の“不安な気持ちの現れ”

の高さと関連していた。さらに，男子では，保護者の不安が高いこと，12 時過ぎまでおきている日数の

多さが，女子では，勉強が得意ではないこと，友だちのことを悩んでいることが，小･中学生に共通して 
“不安な気持ちの現れ”の高さと関連した。 
上述の要因の中にテレビやメディアに関するものは含まれていなかったが，小学生と中学生で比較し

た結果，小学生の“不安な気持ちの現れ”の高い子どもの特性としては，男子では，テレビの必要性が

高いこと，テレビゲームの楽しいこととして「何度もやりなおせること」をあげること，女子では，保

護者の不安が高いことがあげられた。中学生の小学生の“不安な気持ちの現れ”の高さと関連する要因

としては，男子では，子ども部屋にテレビがあること，仲良しとして「くやしい気持ちを言える」，「い

っしょにいたずらをする」友だちがいること，家族のことを悩んでいることなどが，女子では，テレビ

で出てきたはやりのことばをすぐに使うこと，12 時過ぎまで起きている日数が多いこと，部活動に積極

的に参加していないこと，保護者の養育態度に一貫性が見られないことがあがった。 
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表 6

各 時 期 の 不 安 な 気 持 ち の 現 れ と 関 連 の 強 い 要 因 （男 子 )

小 5（T1) 小 6（T2) 中 1（T3) 中 2（T4)

自 己 概 念 ：ひ と り で い る の が 好 き な ほ う だ

担 任 の 先 生 は 自 分 の よ い と こ ろ を わ か っ て くれ る と は 思 わ な い

学 校 が 楽 し くな い

1週 間 当 た り 12時 過 ぎ ま で お き て い る 日 数 が 多 い

1週 間 当 た り 11時 過 ぎ ま で お き て い る 日 数 が 多 い

保 護 者 の 不 安 な 気 持 ち の 現 れ が 高 い

休 み 時 間 ，独 り で い る こ と ，仲 間 は ず れ に さ れ る こ と が 多 い

友 だ ち に 叩 か れ た り 蹴 ら れ た り す る こ と ，友 だ ち を 叩 い た り 蹴 っ た り す る こ と ，仲 間
は ず れ に す る こ と が 多 い

社 会 的 ル ー ル 違 反 傾 向 が 高 い

悩 み ご と ：性 格 の こ と

悩 み ご と ：家 族 の こ と

仲 良 し ：一 緒 に い た ず ら を す る 友 だ ち

テ レ ビ ゲ ー ム の 楽 し い と こ ろ ：何 度 も や り な お
せ る こ と

テ レ ビ の 必 要 性 が 高 い

仲 良 し ：くや し い 気 持 ち を 言 え る 友 だ ち が い る

子 ど も 部 屋 に テ レ ビ が あ る

家 族 と 一 緒 に い る こ と が 楽 し くな い

「悩 み ご と は な い 」に 「い い え 」

家 庭 で の メ デ ィア ：ビ デ オ

お 父 さ ん は い つ で も 自 分 の こ と を 大 切 に 思 っ て くれ て い る と は 思 わ な い ほ う

お 母 さ ん は い つ で も 自 分 の こ と を 大 切 に 思 っ て くれ て い る と は 思 わ な い ほ う

 
表 7

各 時 期 の 不 安 な 気 持 ち の 現 れ と 関 連 の 強 い 要 因 （女 子 )

小 5（T1) 小 6（T2) 中 1（T3) 中 2（T4)

休 み 時 間 ，独 り で い る こ と ，仲 間 は ず れ に さ れ る こ と が 多 い

友 だ ち に 叩 か れ た り 蹴 ら れ た り す る こ と ，友 だ ち を 叩 い た り 蹴 っ た り す る こ と ，仲 間
は ず れ に す る こ と が 多 い

社 会 的 ル ー ル 違 反 傾 向 が 高 い

テ レ ビ に で た は や り の こ と ば を す ぐ に 使 う

担 任 の 先 生 は 自 分 の よ い と こ ろ を わ か っ て くれ る と は 思 わ な い

学 校 が 楽 し くな い

保 護 者 の 不 安 が 高 い

悩 み ご と ：友 だ ち の こ と

勉 強 が 得 意 で は な い

お 父 さ ん は い つ で も 自 分 の こ と を 大 切 に 思 っ て くれ て い る と は 思 わ な い ほ う

1週 間 当 た り 11時 過 ぎ ま で お き て い る 日 数 が 多 い

悩 み ご と ：性 格 の こ と

「悩 み ご と は な い 」に 「い い え 」

1週 間 当 た り 12時 過 ぎ ま で お き て い る 日 数 が
多 い

子 ど も が 同 じ こ と を し て も ，時 に よ っ て 叱 っ た
り 放 っ て お い た り し て し ま う

家 庭 で の メ デ ィア ：携 帯 電 話 、 ＰＨ Ｓ

部 活 動 を 頑 張 っ て い な い

お 母 さ ん は い つ で も 自 分 の こ と を 大 切 に 思 っ て くれ て い る と は 思 わ な い ほ う

家 族 と 一 緒 に い る こ と が 楽 し くな い
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F. 青少年の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与えた要因の分類  
Ｄ.（“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与えた要因の分類）と同じように，その後の子どもの

“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与えたと思われる要因を主成分分析により，要因数をまとめた

後，残った要因全てを T（n-1）での独立変数（原因となる要因）とし，T（n）での“不安な気持ちの現れ”

の高さを従属変数（結果となる要因）とした縦断的な重回帰分析※1）により検討した（2<n<4：n は時期

を現す）。その結果，後述の表６～７に示す要因が，主たる影響要因となった。それまでの“不安な気持

ちの現れ”の高さがその後の子どもの“不安な気持ちの現れ”の高さを比較的強く規定した（つまり，

小 5 時点で“不安な気持ちの現れ”が高い子どもは，中 2 でも高い傾向がみられる）が，それ以外の要

因では，突出して強く規定するものはなく，ここでも複数の要因が，弱いながらも，複合的に作用する

ことで，後々の子どもの“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を及ぼす要因となることが示されたが，

テレビ視聴に関する要因はほとんどあがっていない。影響プロセスも，Ｄ.と同様，男女で異なるもので

あったので，次に紹介する。 
 

１. 男子の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与える要因 
男子の“不安な気持ちの現れ”を高める要因として，表 8 の具体的項目があげられ，さらに，主

成分分析により，A～K の 11 に分類できた。（同じ分類としてカテゴリ化された項目には，類似し

た性質の子どもが分類されていると推測できる。）これらの 7 分類に相当する要因が，複合的に作用

したとき，子どもの“不安な気持ちの現れ”を高める可能性が示唆された。 
表６を詳しくみていくと，まず小 5・小 6 での保護者の子どものモニタリングの低さ（放課後子

どもが何をやっているのか知らない状態：分類 C）が，翌年だけでなく，中 2（T4）の“不安な気

持ちの現れ”の高さに影響を及ぼしていることがわかる。 
このほかでは，小 5 での保護者の悩み（子どもの成績：分類 H）が翌年の子どもの“不安な気持

ちの現れ”の高さに影響している。思春期は，保護者の心配事，あるいは，保護者のテレビ視聴を

はじめとする生活習慣が，敏感に子どもに伝わる時期である。保護者と子どもの関係に目を向ける

ことが重要であろう。 
小 6 以降では，悩み・孤独に関わる要因（分類 D）が翌年の“不安な気持ちの現れ”の高さに影

響を与えた（小 6 で，悩み事「特にない」に「いいえ」，等）。 
分類 E より（小 5 で，テレビを「ひとりで見ることが多い」に「いいえ」，小 6 で，保護者が対

象児に関する悩み事として「いうことをきかない」に「いいえ」，中 1 で，「担任の先生は自分のよ

いところをわかってくれる」とは思わない，等との関係がみられることから），一見良い子に見られ

るが，内面では問題を抱えている可能性のある子どもがいて，そのような子どもの状況が，“不安な

気持ちの現れ”を高めている可能性がある。“不安な気持ちの現れ”は，“社会的ルール違反傾向”

とは異なり，外からは見えにくい子どもの問題性が存在するのかもしれない。 
 
 
２．女子の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与える要因 

女子の“不安な気持ちの現れ”を高める要因として，表 9 の具体的項目があげられた。さらに，

主成分分析により，A～K の 11 に分類できた。同じ分類としてカテゴリ化された項目には，類似し

た性質の子どもが分類されていると推測できる。これらの 7 分類に相当する要因が，複合的に作用

したとき，子どもの“不安な気持ちの現れ”を高める可能性が示唆された。 
分類 B（小 5 で，悩み事「性格のこと」で悩んでいる，等）より，悩み事や友だち関係上のトラ

ブルが，女子の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与える可能性が示唆された。特に，小 5（T1）
での悩み事で「友だちのこと」を持つことが，翌年だけでなく，中 2 での“不安な気持ちの現れ”

の高さに影響している。 
分類 D（小 5 で，「スポーツは得意なほうだ」に「いいえ」，等）より，スポーツが好きなことは，
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“不安な気持ちの現れ”の低さをと関連している。同様のカテゴリが，一方では“社会的ルール違

反傾向”の高さをと関連することも併せると，活発な子どもは，（比較的対外的な問題性を呈しやす

く，内向的な問題性は呈しにくいのかもしれない。） 
小 5 における「テレビゲーム」や「パソコン」などの子ども専用のメディア所有（分類 E）も関

連している。“社会的ルール違反傾向”の高さに対しては，メディアとしてのテレビ所有が要因とな

ったが，テレビゲームやパソコンは“不安な気持ちの現れ”の要因となっていることから，メディ

アの種類によって，子どもへの影響の仕方に違いが見られることが推測できよう。 
小 5・小 6・中 1 とも，項目は変化するが，「学校・学業への関心や意欲の低さ（分類 G）」も，

翌年の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与えている（小 5 で，学校が楽しくない，等）。“不

安な気持ちの現れ”は，抑うつ傾向につながりうる症状である。学業への意欲や関心の低下からは，

その後のより深刻な子どもの心理的問題性につながる可能性が懸念される。 
 

G. ’04 小 5 群（301 名）と‘01 小 5 群（1006 名）との比較 
第 1 回調査時の小学 5 年生と第 4 回調査時の小学 5 年生とを比較し，時代の流れを捉えた。 

2004 年 2 月の小学 5 年生（比較群）の方が 2001 年 2 月の小学 5 年生（対象群）よりも 
 子どもでは，携帯電話や PHS を持つ子どもが多い[女子：「携帯電話・PHS」小 5 比較群（‘04）（18%）

＞小 5 対象群（‘01）（11%）]。 
 家庭でも，特に，パソコン，携帯電話が多い[パソコン：小 5 比較群(’04)(81%)＞小 5 対象群（‘01）

(61%)]。 
 学校を楽しいと感じる子どもが少なくなった。[男子：「学校はとても楽しい」小 5 比較群（‘04）（42%）

＜小 5 対象群（‘01）（52%），「学校があまり楽しくない」小 5 比較群（‘04）（12%）＞小 5 対象群

（‘01）（7%）／女子：「先生はよいところをわかってくれる」「そう思う」小 5 比較群（‘04）（33%）

＜小 5 対象群（‘01）（40%），「まあそう思う」小 5 比較群（‘04）（49%）＞小 5 対象群（‘01）（41%）]，
また，友だちと相談事や悔しい気持ちを言うことができる子どもが少ない[「くやしいことをいえる」

男子：小 5 比較群（‘04）（18%）＜小 5 対象群（‘01）（23%），女子小 5 比較群（‘04）（23%）＜小

5 対象群（‘01）（33%）]。“社会的ルール違反傾向”については「この中にはない」という子どもが

女子で減少している。[女子：「この中にはない」小 5 比較群（‘04）（61%）＜小 5 対象群（‘01）（72%）]。 
 物の収集を楽しむ傾向が低い[『夢中になっていること「何かを集めること」』男子：小 5 比較群（‘04）

（11%）＜小 5 対象群（‘01）（19%），女子：「何かを集めること」小 5 比較群（‘04）（13%）＜小 5
対象群（‘01）（21%）]。 

 テレビゲーム観は，「現実と空想の区別をつかなくさせている」という懸念が高い[小 5 比較群（‘04）
（37%）＞小 5 対象群（‘01）（31%）]。 

  

H. ‘01 中 2 群（216 名）と’04 中 2 群の時代比較 
第 1 回調査時の中学 2 年生と第 4 回調査時の中学 2 年生とを比較し，時代の流れを捉えた。 

2004 年 2 月の中学 2 年生（対象群）の方が 2001 年の中学 2 年生（比較群）よりも 
 バラエティをよく見る番組としてあげる子どもが多い[男子：「笑いやコントなどのバラエティ」中

2 比較群（‘01）（61%）＜中 2 対象群（‘04）（70%），「見て役に立つバラエティ」中 2 比較群（‘01）
（10%）＜中 2 対象群（‘04）（15%）／女子：「笑いやコントなどのバラエティ」中 2 比較群（‘01）
（51%）＜中 2 対象群（‘04）（66%），「見て役に立つバラエティ」中 2 比較群（‘01）（7%）＜中 2
対象群（‘04）（16%）]。 

 部活を頑張っている子ども（女子）が多い／女子：「部活をとても頑張っている」中 2 比較群（‘01）
（40%）＜中 2 対象群（‘04）（47%）]。 

 テレビゲームはあまりやらない[男子：「２時間ぐらい」中 2 比較群（‘01）（31%）＞中 2 対象群（‘04）
（23%）]。子ども部屋でのテレビ視聴時間が短い[男子：「3 時間ぐらい」中 2 比較群（‘01）（19%）
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＞中 2 対象群（‘04）（11%），「1 時間ぐらい」中 2 比較群（‘01）（24%）＜中 2 対象群（‘04）（36%）

／「ほとんどみない」中 2 比較群（‘01）（21%）＜中 2 対象群（‘04）（30%）]。 
 子どもや家族の携帯電話所有率が高い[『子ども専用の物として持っているメディア』「携帯電話・

PHS」男子：中 2 比較群（‘01）（14%）＜中 2 対象群（‘04）（39%），女子中 2 比較群（‘01）（30%）

＜中 2 対象群（‘04）（57%）]。家族でのパソコンの所有率も高い[『家庭でのメディア機器所有率』

全てが T1 中 2 比較群（‘01）＜中 2 対象群（‘04）]。 
 保護者のテレビ観はポジティブな傾向がみられる[「実際なかなか体験できないことを疑似体験させ

てくれる」中 2 比較群（‘01）（44%）＜中 2 対象群（‘04）（52%），「子どもの手本や目標となる情

報を与えてくれる」中 2 比較群（‘01）（30%）＜中 2 対象群（‘04）（37%）。「間違った価値観を子

どもに植えつけるとは思わない」中 2 比較群（‘01）（35%）＜中 2 対象群（‘04）（43%），「子ども

の生活リズムを乱すとは思わない」中 2 比較群（‘01）（29%）＜中 2 対象群（‘04）（37%），「暴力

を正当な手段として扱っているとは思わない」中 2 比較群（‘01）（43%）＜中 2 対象群（‘04）（49%），

「子どもによくない習慣を、やって当たり前のことと思わせているとは思わない」中 2 比較群（‘01）
（41%）＜中 2 対象群（‘04）（47%）]。 

 
○全 4 回の調査の有効回答者となった対象者の特性 

721 名（全回群：全回有効回答者）と 285 名（一部群：1 回は有効回答者となった者）の特性比較（χ二乗検定によ

り，5%水準で有意な差がみられたもの） 

全 4 回回答した子どもの方がいずれかの回を欠いた子どもよりも 
 習い事を多くし[「ピアノ・エレクトーンなどの音楽の習いごと」：全回群（29%）＞一部群（23%），

「スイミングスクール、バレエ、体操などの個人スポーツのクラブ」：全回群（28%）＞一部群（18%），

「何も習っていない」：全回群（11%）＜一部群（17%）]，携帯電話の所有率が低い[全回群（6%）

＜一部群（9%）]。 
 “社会的ルール違反傾向”行動は少ない[「子どもだけでゲームセンターなどに行く」：全回群（23%）

＜一部群（29%），「タバコをすう」：全回群（0.6%）＜一部群（2%），「この中にはない」：全回群

（73%）＞一部群（66%）]が，[友だちをたたいたりけったりすることが「よくある＋ときどきあ

る」子どもが多い：全回群（14%）＞一部群（8%）]。 
 きょうだいの数が多く[1 人：全回群（8%）＜一部群（14%），3 人：全回群（33%）＞一部群（23%）]，

父親との同居率が高い[全回群（95%）＞一部群（91%）]。回答した保護者の年齢が高い[35 歳以下：

全回群（9%）＜一部群（13%），46~55 歳：全回群（12%）＞一部群（5%）]。 
 子どもはテレビやテレビゲームに対して冷静に向き合っている印象を受ける[「テレビと同じ方法で

人を笑わせようと思ったことがある」：全回群（22%）＜一部群（28%），暴力シーンを見たとき「実

際のことではないのでシラける」全回群（8%）＞一部群（4%），テレビゲームをやったあと「もの

たりないと思う」全回群（3%）＜一部群（9%）]。 
 保護者のテレビ観に対しては「どちらともいえない」と答える率が低い[「テレビは子どもに必要以

上にいろいろなことを教えすぎる」に「どちらともいえない」：全回群（6%）＜一部群（10%），「間

違った価値観を子どもに植えつける」に「どちらともいえない」：全回群（9%）＜一部群（14%），

「暴力を正当な手段として扱っている」に「どちらともいえない」：全回群（9%）＜一部群（16%）]。 
※1）重回帰分析：ある想定された結果に，複数の要因のうち，どの要因がどの程度影響を及ぼしているのかを検定する分析 

※2）主成分分析：複数の要因のまとまりを捉えるための分析
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社会的ルール違反傾向 T2 
1: 完全否認～3:容認  

A: 社 会 的 ルール 

違 反 傾 向 T1 &2 

1:完 全 否 認 ～3:容 認  

男 子 T1→T2 
調 整 済 み R2=.22 

*: p<.05, **: p<.01, ***: 

D: 友 だちをたたいたり

けったりすること T1 

1:ぜんぜんない 

～4:よくある 

F: 勉 強 は得 意 なほうだ T1 

1:苦 手 なほう～4:得 意 なほう  

E:スポーツは得 意 なほうだ 

T1 & 2 

1:いいえ～4:はい 

B: バラエティ番 組 などで笑 いをとるために 

他 の人 に物 をなげたりたたいたりからかったり 

する場 面  T1 & 2 

  1:「いくら笑 いをとるためとはいえ、 

    そういうことはよくない」に近 い～ 

5:「笑 いをとるためにはやっても  

かまわない」に近 い 

D: いっしょにいたずらを 

する友 だち T1 

1:いいえ～2:はい 

E: (保 )対 象 児 に関 する悩 み 

「テレビゲームばかりしている」T2 

 1:いいえ～2:はい 

B: テレビゲームの楽 しいところ 

「何 度 もやり直 せること」 T2 

1:いいえ～2:はい 

C: 11 時 過 ぎまで起 きている T2

  1:なし～5:ほとんど毎 日  

C: (保 )テレビゲームは暴 力 を 

正 当 な手 段 として扱 っている T3

1:いいえ～2:はい 

C: (保 )子 どもに見 せたくない内 容 は

チャンネルを変 えたりして見 せない T3

1:ぜんぜんしない～4:よくする 

D: 暴 力 シーンを見 た時

「スカッとする」T3 

1:いいえ～2:はい 

G: 相 談 ごとをしたり、 

他 の人 には言 えない秘 密 を

教 えあう友 だち T3 

1:いいえ～2:はい 

.13* .12* 

話 題 が持 てること」 T2 

1:いいえ～2:はい 

「友 だちと共 通 の 

D: テレビゲームの楽 しいところ

G: 社 会 的 ルール 

違 反 傾 向 T3 

1:完 全 否 認 ～3:容 認

.11* 

.10* 

.33*** 
.17** 笑 いやコントなどのバラエティ T1 

1:いいえ～2:はい 

B: よくみる番 組  

図 １ T2（小 6）の社 会 的 ルール違 反 傾 向 の高 さに影 響 を及 ぼす T1(小 5)の要 因 ：男 子  
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図 2 T4（中 2）の不 安 な気 持 ちの現 れの高 さに影 響 を及 ぼす T3 (中 1)の要 因 ：女 子  

不安な気持ちの現れ T4 
1:ぜんぜんない～4:よくある 

A: 不 安 な気 持 ちの現 れ

T1 & T2 & T3 

1:ぜんぜんない 

～4:よくある 

G: 学 校 は T1 

1:ぜんぜん楽 しくない～4:とても楽 しい 

F: コマーシャルで 

見 たものをおもわず

買 ってしまったこと T1

1:ない～2:ある  

E: 子 ども専 用 の物 として 

「テレビゲーム」を持 っている 

T1 1:いいえ～2:はい 

女 子 T3→T4  
調 整 済 み R2=.40 

*: p<.05, **: p<.01, ***: p<.001 

G: 夢 中 になっていること｢勉 強 ｣T1 

 1:いいえ～2:はい 

D: スポーツは得 意 なほうだ T1  

  1:いいえ～2:はい 

B: 悩 みごと｢性 格 のこと｣T1 

  1:いいえ～2:はい  

E: 子 ども専 用 の物 と

して「パソコン」を 

持 っている T1 

1:いいえ～2:はい 

A: 仲 良 し 

「くやしい気 持 ちを

言 える友 だち」T2

1:いいえ～2:はい

B: 友 だちの言 いなりになること T2 

1:ぜんぜんない～4:よくある  

I :  暴 力 シーンを見 たとき 
｢実 際 のことではないのでシラける｣ 

T3   1:いいえ～3:はい 

I :  悩 みごと｢健 康 や身 体 のこと T3 

   1:いいえ～2:はい｣ 

G: (保 )悩 みごと「子 どもの受 験 のこと｣T3 

 1:いいえ～2:はい 

K: テレビを 

｢ひとりで見 る 

ことが多 い｣ 

T2  

1:いいえ～2:はい 
 

H: (保 )テレビゲームは子 どもに空 想 と 

現 実 の区 別 をつかなくさせる T2 
1:いいえ～2:はい 

H: (保 )テレビゲームは子 どもの 

生 活 のリズムを乱 す T3  

1:いいえ～4:はい 

J: (保 )「アニメ・マンガ」をよく見 る 

T3   1:いいえ～2:はい 

J: (保 )現 在 の生 活 に T3 

1:ぜんぜん満 足 していない 

～4:とても満 足 している 

F: 11 時 過 ぎまで 

起 きている日 数 T3 

1:なし～5:ほとんど毎 日  

B: 友 だちからむしされること T2 

1:ぜんぜんない～4:よくある 

C: (保 )悩 みごと｢子 どもの成 績 のこと｣T2 

  1:いいえ～2:はい 

G: 習 い事 「ピアノ、エレクトーン 

などの音 楽 の習 いごと」T2 

  1:いいえ～2:はい 

K: 習 い事  

「英 会 話 」T2

1:いいえ 

～2:はい 

D: 夢 中 になっていること｢スポーツ｣T3 

  1:いいえ～2:はい 

B: 悩 みごと｢友 だちのこと｣ 

T  & T2 1:いいえ～2:はい 1 

C: (保 )悩 みごと｢特 に悩 みはない｣T2 

 1:いいえ～2:はい 

-.14** 

.09* 

-.09* 

-.11* 

.50*** 

-.12** 

-.20*** 

-.12* 

 .09*



 
＊この調査研究の内容を引用する場合＊ 

「BPO〔放送倫理・番組向上機構〕・放送と青少年に関する委員会『青少年へのテレビメディアの影響調査』

（4 年間の追跡調査）」からの引用である旨を必ず明記してください。 

 
 
 

BPO・青少年委員会「青少年へのテレビメディアの影響調査」 

（4 年間追跡調査） 

－2003 年度－ 

 
発行日 ２００５年２月 22 日 

発行者 BPO〔放送倫理・番組向上機構〕放送と青少年に関する委員会 

 〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町１－１千代田放送会館７階 

 18 


	はじめに
	目次
	調査目的
	調査方法
	用語定義
	結果概要
	Ⅰ．中２の子どもたちの現況と過去4年間の変化
	Ⅱ．“社会的ルール違反傾向”や“不安な気持ちの現れ”に影響を与えた要因
	A.　分析の目的
	B. 本調査で考慮した，青少年の問題性を高める要因
	C.“社会的ルール違反傾向”の特性
	D.青少年の“社会的ルール違反傾向”の高さに影響を与えた要因の分類
	E.“不安な気持ちの現れ”の特性
	F.　青少年の“不安な気持ちの現れ”の高さに影響を与えた要因の分類　
	G. ’04小5群（301名）と‘01小5群（1006名）との比較
	H. ‘01中2群（216名）と’04中2群の時代比較
	○全4回の調査の有効回答者となった対象者の特性
	図１ T2（小6）の社会的ルール違反傾向の高さに影響を及ぼすT1(小5)の要因：男子
	図2 T4（中2）の不安な気持ちの現れの高さに影響を及ぼすT3 (中1)の要因：女子
	＊この調査研究の内容を引用する場合＊



